
※数値は速報値のため訂正する場合があります。日本骨髄バンクの現状（2025年5月末現在）

10代 5,125

20代 98,672

30代 137,625

40代 209,196

50代 113,267

登録者数 2025年4月 2025年5月 現在数 累計数

ドナー 3,250 2,906 563,885 1,001,074

患者 219 189 1,746 71,357

採取数 2025年4月 2025年5月 累計数

骨髄 58 57 27,156

末梢血幹細胞 22 25 2,507

合計 80 82 29,663

2023年8月号から海外採取は含まず、国内の採取のみを掲載しています。

＜5月区分別ドナー登録者数＞

献血ルーム          583人

献血併行型集団登録会 2,277人
集団登録会               0人
その他            46人

＜年代別ドナー登録者現在数＞

約43％
*うち5月新規登録者は686人

2025年6月13日

発行：（公財）日本骨髄バンクMONTHLY JMDP

骨髄バンクドナー登録者数が累計100万人に到達

2025(令和7)年5月22日、日本における骨髄バンクドナー登録者数が、累計で100万人に到達いたし
ました。これまでにドナー登録をしてくださった方々、そして骨髄バンク事業に関わってこられた
全ての方々に厚く御礼申し上げます。

このような大きな節目を迎えましたが、30代以下の若い世代の登録者数が依然として少ない状況
が続いています。日本骨髄バンクでは、様々な情報発信や、採血不要な「スワブ」を用いたオンラ
インドナー登録の着実な導入などを通じて、さらなる普及啓発と提供しやすい環境の整備を進めて
参ります。

これからも、一人でも多くの患者さんの命を救うために、骨髄バンクの活動へのご理解とご支援
を賜れますよう、よろしくお願い申し上げます。



就業ドナーの方にとって提供しやすい環境を整備するため、「ドナー休暇制度」の導入を全国の企業や団
体へ呼びかけております。

現在900の企業や団体、大学等が導入しています（2025年5月末現在、当法人把握分）。

■導入リスト https://www.jmdp.or.jp/pdf/donation/donorsupport/donorleave/donorleave_02.pdf

既に制度を導入・運用していて上記リストに未掲載の場合は、下記の問い合わせ先までご一報ください。

申請に必要な「導入連絡書」（エクセルファイル）はこちらからダウンロードしてご利用ください。

ドナー休暇制度導入、900企業・団体に

◇ドナー休暇制度・ドナー公欠制度問い合わせ先

日本骨髄バンク広報渉外部 ドナー休暇・公欠制度担当 03-5280-1789（平日9時～17時30分）

「骨髄バンクを通じて骨髄または末梢血幹細胞を提供したドナーのための助成制度」が下記の自治体で
導入され、全国で1084自治体となりました（2025年5月末現在、当法人把握分）。

〇北海道 石狩市、歌志内市、江別市、帯広市、釧路市、倶知安町、標茶町、深川市

〇大阪府 羽曳野市

〇福岡県 小竹町

〇鹿児島県 姶良市

助成内容は各自治体により異なりますので、直接お問い合わせください。

■導入リスト https://www.jmdp.or.jp/pdf/donation/donorsupport/assistance/donor_municipality.pdf

ドナー助成制度導入、1084自治体に

◇ドナー助成制度問い合わせ先

日本骨髄バンク広報渉外部 ドナー助成制度担当 03-5280-1789（平日9時～17時30分）

学生が適合ドナーとなった場合の教育上の配慮に関する文科省通知

2025(令和7)年4月28日付で各大学等の長に向けて、７高大振第11号「学生が骨髄バンクドナー候補と
なった場合における教育上の配慮について（通知）」が文部科学省より発出されました。

同通知では、学生がドナー候補となった場合、「ドナー候補となった学生が、十分な授業時間・学修時
間を確保しつつ、少しでも協力しやすい環境を提供するため、各大学等において、必要に応じ、補講・追
試の実施やレポートの活用による学修評価などを行うなど、適切な配慮を講じること。」を国公私立の各
大学・高等専門学校の長等に求めています。

大学・専門学校等では1単位当たりの学修時間、単位認定要件や卒業要件等について定めがあることから、
ドナー公欠制度導入が進みづらい状況があります。一方で、学業の都合がつかず提供を断念する学生ド
ナー候補者の事例が生じています。

同通知の発出を契機に、各大学等の関係者への課題周知と学生ドナーが提供しやすい環境作りの進展を
期待するとともに、当法人としましては、引き続きドナー公欠制度導入を促進してまいります。

https://www.jmdp.or.jp/pdf/donation/donorsupport/donorleave/donorleave_02.pdf
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